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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・向井　敦子様～2月9日14時電気痙攣療法目的にて東病棟Dユニットへ任意入院予定となっている。

＜入院予定患者様情報＞

・馬場　照子様～63歳　H25.1月頭痛と左手の麻痺が出現し、八戸市立市民病院を受診。脳腫瘍が発見されるが、同院での治療が困難な事から東北大学病院[脳外科]を紹介され、入院(～H25年3月頃)し手術施行。手術後より、幻視・幻聴・妄想・失見当識等の症状が認められ、壁を叩く事や物を蹴飛ばす等の粗暴行為が顕著であり、リスパダール(精神神経用剤)が服用開始。身体拘束が行われていた時期もあった。同年3月に退院。同年10月、2度目の手術を施行する為、同院へ2回目の入院。H25年11月退院後次女夫婦の希望で八戸市立市民病院への通院に切り替え、月1回抗がん剤の点滴を受ける為に治療を継続。H26年1月頃より、水道の出しっぱなし、火のつけっぱなし、話のつじつまがあわない、誰もいない方に向かって話をし始める事があった。上記状態が持続している事や、左側の麻痺がある事により、自宅での対応が困難となり次女より八戸市立市民病院へ相談。岸原病院を紹介され、H26.1.10より同院へ入院。自室がわからなくなる事があり、随時職員の介入を要していた。H26.1.22抗がん剤の点滴治療の為、八戸市立市民病院へ転院。H26.1.27退院後は、岸原病院へ再度入院。棟内徘徊・独語・幻聴・幻視・妄想が出現。帰宅要求も頻回で、1日おきに夜間不眠となる状態であった。上記状態が続いており、常に見守りが必要な状態となっていたことから、病院側から家族に対して夜も付き添うよう伝えられていたが、常に付き添う事が困難である事から、転院を検討。H26.2.18当院へ入院予定となっている。

＜外来患者様情報＞

・小山　正好様～本日褥瘡処置施行。次回H26.3.7　14時～の予定となっている。

· 五日市　規様～1月末の採血検査の結果、FPG136mg/dlと年々数値が悪化している為、１ヶ月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　後の3月7日糖セット（食前）再検査予定となっている。

· 横町　浩様～1月末の採血検査の結果、FPG114mg/dlと少し高めとなっている。食事など注意　　　　　　　　　　

　　　　　　するように主治医より説明受けている。

· 上野　康弘様～午後から夜間にかけて、時折離脱症状時のような嘔気、発汗があり、階段を

　　　　　　　　　降りようとすると膝がわらってしまうような事があり。1回なると3日位　

続くとの事。自律神経の症状と考えられるから、自律神経の安定する薬を処方して様子観察する事とし、ジアゼパム中止、グランダキシンが処方になっている。

· 大久保　さら様～夜間寝つきが悪いと訴えあり、フルニトラゼパム（1）1錠→フルニトラゼ　　

パム（2）１錠へ増薬、ハルラック（0.25）1錠追加処方となっている。

・大島　順子様～精神障害者保健福祉手帳作成の希望あり、本日診察後に鈴木ビネー知能検査施行している。

＜青陽館利用者情報＞

青木　紀子様～本日､父親･青山荘職員と､青山荘退所後の生活について面談を実施。アパートでの単身生活について父親からも了解してただき､アパートの保証人も父親になっていただけることになったとのこと。今後はアパート探し等を段取りを組んで行っていくこととなったと話している。今回の面談を通して､単身生活の許可をもらえたことで安心したようで､｢本当に良かった｣と笑顔で話していた。また､実家にある自身の荷物（関東で単身生活をしていた時の食器､洗濯機等）の整理をすることを兄と検討しているとのことで､13～14日辺りで外泊の予定も検討していると話す。単身生活の準備が進むと同時に､これまで頑張ってきた､早起き･食事当番等の日課も､継続して実施することが必要であることを伝えると､｢頑張ります｣と笑顔で話している。

高田　マキ様～本人より電話がある。｢あんまり私に､大丈夫かって聞かないで｣等と訴えており､理由を確認すると､｢なにかあれば私から聞くし､そういうことを聞かれたくないから｣と話している。そのように対応することを説明すると､納得して電話を切っている。

川口　尚良様～左の肩甲骨の痛みを訴えていたものの､｢入浴したら､少し良くなった｣と話している。また､痛みがあるせいか苛々しやすいと訴えており､他者がテレビの前に座っていると､｢見えない､苛々する｣等と訴えることがあった。不満や苛々等を感じた際は､今回のように職員へ伝えていただきたいことを説明している。

